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インドネシアのゴミ対策は、民主化後の社会変化を

背景として、埋立処分場の民営化や住民参加型のリ

サイクルなどで、日本や欧米とも違う独特なあり方

が生まれてきました。本書は、インドネシアで環境

先進都市とされるスラバヤ市のフィールドワークを

もとに、グローバルサウスでの環境インフラと社会

の関係を論じています。今回のイベントでは、各章

の概要のほか、調査や着想の経緯、現地の写真や映

像も交えながら、本書の内容を紹介します。
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